
あましんは 地域社会の
発展を常 に考えた

事業活動に取 り組んでいます
創業以来「地域社会への貢     献」を経営の基本方針に掲げ、

地域経済の活性化と持続的な　発展、魅力ある地域社会づくり、

環境保全の永続的な取　り組みなど、地域社会の

発展を常に考えた事業　活動に取り組んでいます。

魅力ある地域社会づくりへの貢献02

地域経済の活性化と持続的発展01
神戸大学×あましん
共同研究の成果発表・シンポジウムを開催
2023年5月24日、神戸大学経済経営研究所とシンポジウム「地域の持続的発展と金融
機関の役割－ESG地域金融の取り組み」を開催しました。リアルとオンラインのハイ
ブリッド形式で実施し、金融機関をはじめ中小企業支援機関や地方公共団体など
から約330人に参加いただきました。
当金庫は、ESG（環境、社会、ガバナンス）要素を考慮した事業性評価の構
築をめざし、2022年度から同大学と共同研究を進めており、シンポジウ
ムでは、これまでの研究成果などを報告しました。また、この共同研
究を2023年度も継続実施し、研究成果を行政などにも積極的に提
言するとともに、地元企業の伴走支援に活用してまいります。

ポリテクセンターと連携協定締結
2023年6月23日、当金庫は独立行政法人高齢・障害・求職者
雇用支援機構大阪支部および兵庫支部の職業能力開発促
進センター（ポリテクセンター関西および兵庫）と「産業人
材育成等に関する連携協定」を締結しました。ポリテクセン
ターでは、中小企業などで働く方々を対象とした職業訓練
や人材育成に伴う生産性向上支援訓練を行っています。
今回の協定締結を機にポリテクセ
ンターとの連携を強化し、産業人材
の育成と阪神間の中小企業への人
材供給を通じて、地域経済の活性化
に貢献してまいります。

社会福祉協議会に大型冷凍・冷蔵庫の   購入資金を寄贈
2023年9月22日、当金庫は「SDGs応援融資」取り組みの一環として大   型の冷凍・冷蔵庫の購入資金を社会福祉法人
尼崎市社会福祉協議会に寄贈しました。
当金庫では2019年に「あましんSDGs宣言」を表明し、SDGsの取り組  みを事業に活かしている、またはこれから活
かそうとされる企業をご支援する商品として「SDGs応援融資」を取り   扱っています。この商品では、SDGsの趣旨に
賛同し、地域課題の解決に寄与されている組織、団体などへ寄付を　行っています。
尼崎市社会福祉協議会が運営母体として活動する「尼崎こども食堂    ネットワーク」では、冷蔵庫等の設備がなく生鮮
食品や冷凍食品の寄付をお断りされていました。今回、新たに冷凍・     冷蔵庫を設置されることで受入可能な食材の幅
が広がり、尼崎市内の30を超えるこども食堂の運営のサポートに活       用されます。

堅実・健全経営に努め、
さらなる信頼性向上をめざします。
金融サービスの提供を通じて、これからも地域経済の持続的発展に努めてまいります。

業 務 純 益

31億円

経 常 利 益

40億円

税引後中間純利益

29億円

堅実・健全経営に努め、
安定した収益を確保しています。

金融機関を取り巻く収益環境が厳しい中におい
ても、業務純益31億円、経常利益40億円、税引
後中間純利益29億円を計上しました。
引き続き、地域・お客さまの持続的発展や課題
解決に貢献し、ともに成長できる好循環の実現
に努めてまいります。

皆さまからのご預金を
地域経済の活性化に役立てています。

預金積金残高は、個人預金を中心に増加し、9月
末残高は2兆8,873億円となりました。総預金に
占める個人預金の割合は70.6％となりました。
貸出金残高は、お客さまの資金ニーズに迅速に
お応えし、9月末残高は1兆3,161億円となりまし
た。引き続き、お取引先との対話を重ね、課題解
決に向けた最適なソリューションの提供による
伴走支援に努めてまいります。

■預金の預金者別内訳

収益の推移

預金積金・個人預金・貸出金残高の推移

■貸出金の業種別残高内訳

自己資本比率は16.16％になりました

当金庫では、資本の有効活用の観点から、適切なリスク管理
のもと、地域のお客さまに対する金融仲介機能の積極的な発
揮に努めるとともに、有価証券運用では中長期的な観点に
立って期待リターンの高い国際分散投資を着実に進め、経営
の健全性維持と収益力の向上の両立をめざしています。
2023年度上期は、原材料や人件費のコストアップの影響などか
らお客さまの資金需要が伸び悩み、貸出金のリスクアセットは
若干減少しました。有価証券運用については、海外金利の上昇
による運用環境の悪化を踏まえて、外国証券に対する運用は引
き続き慎重に行う一方で、収益確保に向け国内事業債への投資
を増やしたことなどから、有価証券のリスクアセットは増加しま
した。その結果、全体のリスクアセットも増加に転じ、自己資本比
率は、16.16％と前期末対比で幾分低下しましたが、引き続き国
内基準（4％）を大きく上回り、高い健全性を維持しております。

自己資本額（単体） 自己資本比率(単体)

自己資本比率（国内基準・単体）

不良債権に対する備えは万全です

金融再生法開示債権における不良債権残高は、国内外の不
安定な情勢、資源価格の高騰などを踏まえて保守的に債務
者区分を判定した結果、前期末に比べ13億円増加しました。
また、不良債権比率は5.69％と前期末より0.11ポイント上昇
しましたが、これまで同様、不良債権に対する適正な引当を
行い、厚い内部留保とあわせて万全の備えをしております。

不良債権について

破産、会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている債務
者に対する債権及びこれらに準ずる債権。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができな
い可能性の高い債権。

危険債権

「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金。
要管理債権

不良債権比率

※計数は2023年9月末現在　原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。
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20,370億円
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25.1％
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建設業
2,483億円  18.8％

製造業
1,770億円  13.4％

運輸業･郵便業
526億円  3.9％

個人
966億円   7.3％

その他
871億円  6.6％

地方公共団体
1,463億円  11.1％

サービス業
1,382億円  10.5％

不動産業
1,646億円  12.5％

卸売業・小売業
2,050億円  15.5％

貸出金
1兆3,161億円

うち個人による貸家業
（693億円  5.2％）
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環境保全の永続的な取り組み03

あましん緑のプロジェクト
地元企業として環境保全活動に積極的に取り組むため〈あま
しん緑のプロジェクト〉を立ち上げ、尼崎市沿岸の国道43号線
以南の臨海地域に緑豊かな環境をつくり、人と自然の共生を
めざす兵庫県の「尼崎21世紀の森づくり」に2010年から参画し
ています。
「尼崎21世紀の森づくり」とは、環境の世紀と呼ばれる21世
紀に、尼崎の臨海地域（約1,000ha）に10年かけて植樹し、
100年かけて森を育てるという壮大なプロジェクトです。
10年かけて植樹するという大きな節目を終え、2022年からは
除草・間伐活動など森を育てる育樹活動に取り組んでいます。

「TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）」提言への賛同・開示
当金庫は、持続可能な社会の実現に向け、地域経済や社会、環境に配慮した事業活動に取り組んでまいりました。
2023年4月、さらなる取り組みとしてTCFD提言への賛同を表明しました。サステナビリティ体制を強化し、TCFD提

言を踏まえた気候変動にかかる情報開示の充実に努めるとともに、これまで推進してきた社会・環境課
題解決への取り組みをさらに発展させ、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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あましんは 地域社会の
発展を常 に考えた

事業活動に取 り組んでいます
創業以来「地域社会への貢     献」を経営の基本方針に掲げ、

地域経済の活性化と持続的な　発展、魅力ある地域社会づくり、

環境保全の永続的な取　り組みなど、地域社会の

発展を常に考えた事業　活動に取り組んでいます。

魅力ある地域社会づくりへの貢献02

地域経済の活性化と持続的発展01
神戸大学×あましん
共同研究の成果発表・シンポジウムを開催
2023年5月24日、神戸大学経済経営研究所とシンポジウム「地域の持続的発展と金融
機関の役割－ESG地域金融の取り組み」を開催しました。リアルとオンラインのハイ
ブリッド形式で実施し、金融機関をはじめ中小企業支援機関や地方公共団体など
から約330人に参加いただきました。
当金庫は、ESG（環境、社会、ガバナンス）要素を考慮した事業性評価の構
築をめざし、2022年度から同大学と共同研究を進めており、シンポジウ
ムでは、これまでの研究成果などを報告しました。また、この共同研
究を2023年度も継続実施し、研究成果を行政などにも積極的に提
言するとともに、地元企業の伴走支援に活用してまいります。

ポリテクセンターと連携協定締結
2023年6月23日、当金庫は独立行政法人高齢・障害・求職者
雇用支援機構大阪支部および兵庫支部の職業能力開発促
進センター（ポリテクセンター関西および兵庫）と「産業人
材育成等に関する連携協定」を締結しました。ポリテクセン
ターでは、中小企業などで働く方々を対象とした職業訓練
や人材育成に伴う生産性向上支援訓練を行っています。
今回の協定締結を機にポリテクセ
ンターとの連携を強化し、産業人材
の育成と阪神間の中小企業への人
材供給を通じて、地域経済の活性化
に貢献してまいります。

社会福祉協議会に大型冷凍・冷蔵庫の   購入資金を寄贈
2023年9月22日、当金庫は「SDGs応援融資」取り組みの一環として大   型の冷凍・冷蔵庫の購入資金を社会福祉法人
尼崎市社会福祉協議会に寄贈しました。
当金庫では2019年に「あましんSDGs宣言」を表明し、SDGsの取り組  みを事業に活かしている、またはこれから活
かそうとされる企業をご支援する商品として「SDGs応援融資」を取り   扱っています。この商品では、SDGsの趣旨に
賛同し、地域課題の解決に寄与されている組織、団体などへ寄付を　行っています。
尼崎市社会福祉協議会が運営母体として活動する「尼崎こども食堂    ネットワーク」では、冷蔵庫等の設備がなく生鮮
食品や冷凍食品の寄付をお断りされていました。今回、新たに冷凍・     冷蔵庫を設置されることで受入可能な食材の幅
が広がり、尼崎市内の30を超えるこども食堂の運営のサポートに活       用されます。

堅実・健全経営に努め、
さらなる信頼性向上をめざします。
金融サービスの提供を通じて、これからも地域経済の持続的発展に努めてまいります。

業 務 純 益

31億円

経 常 利 益

40億円

税引後中間純利益

29億円

堅実・健全経営に努め、
安定した収益を確保しています。

金融機関を取り巻く収益環境が厳しい中におい
ても、業務純益31億円、経常利益40億円、税引
後中間純利益29億円を計上しました。
引き続き、地域・お客さまの持続的発展や課題
解決に貢献し、ともに成長できる好循環の実現
に努めてまいります。

皆さまからのご預金を
地域経済の活性化に役立てています。

預金積金残高は、個人預金を中心に増加し、9月
末残高は2兆8,873億円となりました。総預金に
占める個人預金の割合は70.6％となりました。
貸出金残高は、お客さまの資金ニーズに迅速に
お応えし、9月末残高は1兆3,161億円となりまし
た。引き続き、お取引先との対話を重ね、課題解
決に向けた最適なソリューションの提供による
伴走支援に努めてまいります。

■預金の預金者別内訳

収益の推移

預金積金・個人預金・貸出金残高の推移

■貸出金の業種別残高内訳

自己資本比率は16.16％になりました

当金庫では、資本の有効活用の観点から、適切なリスク管理
のもと、地域のお客さまに対する金融仲介機能の積極的な発
揮に努めるとともに、有価証券運用では中長期的な観点に
立って期待リターンの高い国際分散投資を着実に進め、経営
の健全性維持と収益力の向上の両立をめざしています。
2023年度上期は、原材料や人件費のコストアップの影響などか
らお客さまの資金需要が伸び悩み、貸出金のリスクアセットは
若干減少しました。有価証券運用については、海外金利の上昇
による運用環境の悪化を踏まえて、外国証券に対する運用は引
き続き慎重に行う一方で、収益確保に向け国内事業債への投資
を増やしたことなどから、有価証券のリスクアセットは増加しま
した。その結果、全体のリスクアセットも増加に転じ、自己資本比
率は、16.16％と前期末対比で幾分低下しましたが、引き続き国
内基準（4％）を大きく上回り、高い健全性を維持しております。

自己資本額（単体） 自己資本比率(単体)

自己資本比率（国内基準・単体）

不良債権に対する備えは万全です

金融再生法開示債権における不良債権残高は、国内外の不
安定な情勢、資源価格の高騰などを踏まえて保守的に債務
者区分を判定した結果、前期末に比べ13億円増加しました。
また、不良債権比率は5.69％と前期末より0.11ポイント上昇
しましたが、これまで同様、不良債権に対する適正な引当を
行い、厚い内部留保とあわせて万全の備えをしております。

不良債権について

破産、会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている債務
者に対する債権及びこれらに準ずる債権。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができな
い可能性の高い債権。

危険債権

「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金。
要管理債権

不良債権比率

※計数は2023年9月末現在　原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。
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世界の貯金箱博物館

いつでもどこでも見学が可能に  ̶ 360°VIRTUAL TOUR ̶

世界62ヵ国、24,000点を超える貯金箱を収蔵する世界
最大級の貯金箱博物館。尼崎にひとつの“文化の器を”
との思いから、1984年4月にオープンして以来、地域の
皆さまをはじめ県内外の貯金箱ファンの皆さまに愛さ
れています。

尼信会館
2001年6月、創業80周年記念事業の一環としてオープ
ンした尼信会館。館内の「城下町尼崎展」では、国の重
要文化財「太刀銘守家」など、歴史的に貴重な資料を展
示。また「コインミュージアム」では、当金庫が保有する
世界170ヵ国の金貨・銀貨等を展示しています。随時特
別展を開催していますので、ぜひご覧ください。

実際にその場に訪れたようなバーチャル体験ができる「360°VIRTUAL TOUR」を当金庫ホームページに
開設しています。世界の貯金箱博物館・尼信会館・尼信記念館で実際に展示している貯金箱や歴史的な
資料などを360度3Ｄカメラで撮影した映像を通じ、実際に訪れたような感覚で鑑賞していただけます。
皆さんでお楽しみいただけるコンテンツになっていますのでぜひご覧ください。

あましんビジネスポータル
法人・個人事業主のお客さまとの各種取引におけるデジタル化に向
けた取り組みとして、事業者向けポータルサイト「あましんビジネス
ポータル」の取り扱いを開始しました。本サービスでは、複数の金融機
関の取引状況（残高や入出金の推移など）を視覚的にわかりやすくグ
ラフ化して表示する機能や、ご来店不要で各種お手続きを可能とする
機能、お客さまごとに最適な商品・サービスの情報が受け取れる機能
などを、WEB上でご利用いただけます。

ＨＰからも

基本
手数料
無料

サービスの詳細はこちら▶ https://www.amashin.co.jp/business-portal/index.html

サービスの機能

● 口座残高や入出金明細を表示できます。
● 当金庫以外の口座残高や入出金明細をまとめて表示できます。
● 各種お手続きやご相談の申し込みができます。

1
2
3

● お客さまごとに最適なサービスや商品の情報を
　  お知らせします。
● お客さまのデジタル化に役立つサービスなどをご紹介
　  します。

4

5

※本サービスは〈あましん〉ビジネスインターネットバンキングまたは、あましん外為webをご利用されている法人・個人事業主のお客さまが対象となります。

〒660-0862 兵庫県尼崎市開明町3丁目30番地
TEL （06）6412-5411（代）　https://www.amashin.co.jp 2023年11月発行

尼崎信用金庫ミニディスクロージャー誌2023　2023年9月期の経営情報［2023年4月1日～9月30日］

尼崎信用金庫の概要
（2023年9月末現在）

■ 本　　店… 兵庫県尼崎市開明町3丁目30番地
■ 創　　業… 1921（大正10）年6月
■ 出 資 金… 140億円
■ 会 員 数… 129,413人
■ 店 舗 数… 90店舗（うち出張所4）

■ 預　　金…… 2兆8,873億円
■ 貸 出 金…… 1兆3,161億円
■ 自己資本比率… 16.16％
■ 役職員数…… 1,645人
　（うち定年後再雇用職員142人、派遣職員・臨時職員178人）

あましんレポート
AMASHIN REPORT

地域のみなさまと

ともに成長、

ともに未来へ。
環境保全の永続的な取り組み03

あましん緑のプロジェクト
地元企業として環境保全活動に積極的に取り組むため〈あま
しん緑のプロジェクト〉を立ち上げ、尼崎市沿岸の国道43号線
以南の臨海地域に緑豊かな環境をつくり、人と自然の共生を
めざす兵庫県の「尼崎21世紀の森づくり」に2010年から参画し
ています。
「尼崎21世紀の森づくり」とは、環境の世紀と呼ばれる21世
紀に、尼崎の臨海地域（約1,000ha）に10年かけて植樹し、
100年かけて森を育てるという壮大なプロジェクトです。
10年かけて植樹するという大きな節目を終え、2022年からは
除草・間伐活動など森を育てる育樹活動に取り組んでいます。

「TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）」提言への賛同・開示
当金庫は、持続可能な社会の実現に向け、地域経済や社会、環境に配慮した事業活動に取り組んでまいりました。
2023年4月、さらなる取り組みとしてTCFD提言への賛同を表明しました。サステナビリティ体制を強化し、TCFD提

言を踏まえた気候変動にかかる情報開示の充実に努めるとともに、これまで推進してきた社会・環境課
題解決への取り組みをさらに発展させ、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

地域社会の
に考えた
り組んでいます
   献」を経営の基本方針に掲げ、

発展、魅力ある地域社会づくり、

り組みなど、地域社会の

活動に取り組んでいます。

購入資金を寄贈
  型の冷凍・冷蔵庫の購入資金を社会福祉法人

尼崎市社会福祉協議会に寄贈しました。
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